
１ 学 力向 上 の具 体 的 な方 策
(学習評価を指導の充実に生かす)◆連携を生かした指導の改善

○全 国 学力 ・ 学習 状 況調 査 や 学 力 検査 を 分析 ， 年間 指 導計 画 (戸井 西プラ ン )CRT
において重点単元等を明らかにして，授業改善を積極的に進めていく。

◆組織的に取り組む授業改善
○今年度は 国語科における豊かな言語活動を通して 「ことばの力を高める言語活動，

」 、 。 ， ，の工夫 に焦点化し 研修を重ねてきた また 日常の学習参観や地域公開日には
幼稚園の先生方の参観，生活科の交流や総合的な学習などの幼稚園訪問など異校種
との積極的な連携・接続を図ってきた。

２ 取 組 の 概 要

○学力調査等の結果分析を次年度の授業改善に生かす取組(学力向上委員会を中心に)

●学力向上委員会を中心に，学習のルール (常規 )の設定や家庭学習の手引き作成に向
けて，教師間の交流を積極的に行ってきた。また，学年末の第３回学級経営交流会
では 各 学年 の テス ト を分 析 し， 学 級全 体 の傾 向 と気 に なる 児 童の 指 導方 法 をCRT
検 討 し た 後 ， 各 学 年 の 課 題 で あ る 単
元 ・ 内 容 に マ ー ク し ， 次 年 度 の 指 導
の 重 点 と し て 活 用 を 図 っ て い く と い
う方向性 ( のスパイラル )を確認PDCA
で き た 。 平 成 ２ ４ 年 度 は ， マ ー ク の
つ い て い る 単 元 ・ 内 容 を 重 点 的 に 指
導し，授業改善を図っていく。

○組織的に取り組む授業改善

● 研 究 の 視 点 を 明 確 に 設 定 し ， 焦 点 化
した課題を研鑽してきた 「自分の考。
え を も ち ， 生 き 生 き と 表 現 し よ う と
す る 子 ， ｢言 語 活 動 を 通 し て ， も」
のの見方や考え方を広げたり深め合う

【６年生の戸井西プラン】子｣の育成に努めてきた。
● １ ・ ２ 年 生 の ｢秋 の ワ ン ダ ー ラ ンド ｣で 幼 稚 園 児 に秋 の お も ち ゃ

， 。 ，作りを教えたり 一緒に遊んだりして交流を深めてきた また
高 学 年 の 総 合 的 な 学 習 で は ， 幼 稚 園 訪 問 を 行 い ，小 学 校 の 学 習
や 生 活 に つ い て そ れ ぞ れ の グ ル ー プ が 発 表 や 交 流内 容 を 考 え ，
学 校 校 種 間 の 円 滑 な 接 続 を 図 っ て き た 。 単 発 的 な交 流 に す る の
で は な く ， 次 年 度 の 年 間 指 導 計 画 (戸 井 西 プ ラ ン )に 位 置 付 け ，
今 後 も 幼 ・ 小 ・ 中 ・ 地 域 と の 連 携 ・ 接 続 を 図 っ てい く 方 向 。

【幼稚園児との交流】

３ 成 果 （ ○ ）と 課 題 （● ）
全学年の指導計画の見直しを図りながら，本校の実態(学校行事や地域行事など)に 応○
じた独自の年間指導計画(平成２４年度戸井西プラン)の作成に全職員で取り組むこと

， ， ，ができ 諸テストの結果を分析し 正解率の低い単元や内容を戸井西プランに記入し
その単元について重点的な指導と積極的な授業改善を図っていくことについて共通理
解を図ることができたことは大きな前進である。

、 ，●新しい評価規準の作成 評価規準を位置づけた年間指導計画(戸井西プラン)の作成
観点別学習状況の評価・設定などについて，学校として組織的，計画的に一層推進
する必要がある。

○学習環境を整えることにより見通しをもち，４５分の授業の中で変容していく姿が見られ
た。また，読みの視点を提示することにより，自分の考えを深めて発表する姿が見られた。

●国語の授業や研究授業についてはそれなりの成果をあげてきたが，他の教科で同じ
ように自分の考えを表現できるように日常的な言語活動から一層充実させて取り組
んでいきたい。
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